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Ｑ
　
平
成
　
年
　
月
定
例
会

23

12

で
、放
射
線
量
の
測
定
は
地

表
面
近
く
を
測
定
す
べ
き
と

主
張
し
た
。　
月
に
地
表
面

12

か
ら
１
セ
ン
チ
の
地
点
を
測

定
し
、
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ

が
２
カ
所
あ
っ
た
。除
染
し

た
経
緯
に
つ
い
て
も
伺
う
。

Ａ
（政
策
推
進
部
長
）　
国
の

目
安
で
小
学
校
以
下
　
セ
ン

50

チ
、中
学
校
以
上
１
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
で
１
０
４
施
設
の

空
間
放
射
線
量
を
測
定
。除

染
の
対
象
と
な
る
毎
時
１
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

る
個
所
は
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、国
の
手
引
き
で
特
定
個

所
は
地
表
１
セ
ン
チ
で
測
定

す
る
こ
と
に
な
り
１
０
５
施

設
を
追
加
。基
準
以
上
が
２

カ
所
あ
り
、除
染
対
象
で
は

な
い
が
他
自
治
体
の
状
況
や

市
民
の
要
望
で
除
染
を
実
施

し
た
。

大
迫
中
学
校
の
改
築

Ｑ
　
大
迫
中
学
校
は
、昭
和

　
年
建
築
で
老
朽
化
が
進
み

43コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
が
劣
化

し
落
下
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

プ
ー
ル
も
５
年
前
か
ら
使
用

で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。改

築
の
計
画
を
伺
う
。

Ａ
（教
育
長
）　
同
校
は
、建

築
後
　
年
以
上
経
過
し
老
朽

40

化
し
て
い
る
。平
成
　
年
度

24

に
改
築
の
基
本
構
想
に
着
手

す
る
。

特
定
個
所
の
２
カ
所
を
除
染

若　柳　　良　明 議員

（平和環境社民クラブ）

放
射
線
量
の
測
定
と
除
染
の
経
緯

Ｑ
　
震
災
当
初
に
設
置
さ
れ

た
「花
巻
市
沿
岸
被
災
市
町

村
支
援
本
部
」
が
、昨
年
９
月

１
日
か
ら
「震
災
対
策
室
」
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
の
事
務
の

引
き
継
ぎ
と
併
せ
て
放
射
線

に
係
る
事
務
も
行
っ
て
き
た

が
、今
後
の
「震
災
対
策
室
」

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
（市
長
）　
こ
れ
ま
で
、震

災
に
関
す
る
窓
口
と
し
て
業

務
し
て
き
た
。新
年
度
か
ら

市
民
生
活
を
守
る
上
で
、被

災
者
支
援
や
放
射
線
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
長
期
的
か
つ

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
、市
全
体
の
防
災
危
機

管
理
と
併
せ
て
被
災
者
（
地
）

支
援
並
び
に
放
射
線
の
影
響

へ
の
対
応
を
す
る
部
署
と
し

て
常
設
課
に
再
編
し
た
。

非
指
名
措
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
最
低
制
限
価
格
制
度
に

よ
り
、非
指
名
措
置
が
７
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の

状
況
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
。
そ
し
て
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て
の
今
後
の
考
え
方
を
伺

う
。

Ａ
（総
務
部
長
）　
こ
れ
ま
で

の
入
札
状
況
は
、最
低
制
限

価
格
と
の
差
が
１
％
以
下
の

ケ
ー
ス
が
失
格
件
数
全
体
の

半
数
を
占
め
る
な
ど
、僅
差

で
落
札
と
失
格
を
分
け
る
状

況
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
廃
止
す
る
。

防
災
危
機
管
理
業
務
も
統
括

細　川　　宏　幸 議員

（地域政党いわて）

震
災
対
策
室
の
今
後
の
あ
り
方
は

市職員による放射線量の測定作業

新設された防災危機管理課（市役所本庁本館２階）
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Ｑ
　
少
子
高
齢
型
人
口
減
少

社
会
が
予
想
を
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。本

市
で
は
合
併
し
て
６
年
が
経

過
し
、
そ
の
間
に
４
千
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。本
市

の
人
口
減
少
の
状
況
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

Ａ
（市
長
）　
人
口
減
少
は
地

域
活
力
を
低
下
さ
せ
る
た
め

本
市
の
課
題
。市
は
保
育
料

軽
減
、乳
幼
児
妊
産
婦
医
療

費
助
成
、預
か
り
保
育
・延
長

保
育
実
施
、育
児
相
談
等
、経

済
的
負
担
軽
減
や
総
合
的
な

相
談
・支
援
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、教
育
環
境
整
備
、企
業

誘
致
・地
場
産
業
振
興
に
よ

る
雇
用
創
出
、生
活
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
る
。

都
市
計
画
道
路
見
直
し

Ｑ
　
土
沢
中
央
線
は
見
直
し

案
で
は
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
路
線
は
、途
中
ま
で
整

備
さ
れ
て
お
り
、
ま
っ
す
ぐ

整
備
さ
れ
る
こ
と
を
待
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。地
域

住
民
の
声
を
し
っ
か
り
聞
く

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

Ａ
（建
設
部
長
）　
土
沢
中
央

線
は
、拡
幅
整
備
に
よ
る
家

屋
移
転
等
商
店
街
へ
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
や
、既
に
こ
の

路
線
の
南
側
に
整
備
さ
れ
た

市
道
が
あ
る
た
め
廃
止
す
る

案
を
提
示
し
た
。今
後
も
引

き
続
き
地
元
と
協
議
す
る
。

子
育
て
の
総
合
的
相
談
支
援
に
努
力

中　村　　勝　吉 議員

（花巻クラブ）

加
速
す
る
人
口
減
少
社
会
の
対
策
は

Ｑ
　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、今
後
、大

規
模
な
大
会
や
合
宿
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
誘
致
を
推
進
し
て

い
く
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

活
動
計
画
と
併
せ
て
駐
車
場

の
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）　
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
は
３
つ
の
部

会
が
あ
り
、広
聴
広
報
部
会

は
情
報
発
信
力
の
強
化
、大

会
支
援
部
会
は
基
本
的
実
行

手
順
の
さ
ら
な
る
検
討
、大

会
誘
致
部
会
は
全
国
規
模
の

大
会
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
一
層
の
誘
致
活
動
を
行
っ

て
い
く
。駐
車
場
の
混
雑
緩

和
策
は
、工
夫
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

家
畜
伝
染
病
の
対
応
は

Ｑ
　
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
高
い

レ
ベ
ル
の
家
畜
伝
染
病
は
、

い
つ
身
近
で
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
対
策
と
対
応

に
つ
い
て
の
防
疫
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（農
林
水
産
部
長
）　
県
は

昨
年
　
月
、高
病
原
性
鳥
イ

11

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
想

定
し
た
机
上
訓
練
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
よ

び
口
蹄
疫
発
生
時
の
市
の
協

力
体
制
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

を
検
討
し
て
い
く
。

一
層
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く

藤　原　　晶　幸 議員

（明和会）

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
策
は

こどもセンターで子育て相談（まなび学園内）

大規模な大会では駐車場不足が心配される（総合体育館駐車場）


